
負担割合

会派名 政友会 天政会 市民クラブ 新風天草 日本共産党 公明党 無会派
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山
平

　

司
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崎
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昭

辺
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田
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口
門
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岡
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戸
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朗
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下
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彦
善

井
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富
一

本
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力

洲
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心
大

田
前

　

之
正

崎
浜

　

昭
義

田
蓑

　

子
庸

通
五

　

作
俊
　

芳
光

栁
田 尾
中

　

二
友

山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮
本
竹

　
　

亨

城
赤

　

浩
史

田
吉
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　広
報
広
聴
副
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に

分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
歴
史
的
な
物
価
高
に
対
し
て
支
援
を
行

う
た
め
の
補
正
予
算
等
が
成
立
し
ま
し
た
。

　私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
の
一
般

質
問
を
行
う
な
ど
、
よ
う
や
く
市
議
会
議
員

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
て
い

た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ

ず
、
よ
り
よ
い
天
草
市
に
な
る
よ
う
全
力
で

職
責
を
果
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
例
年
に
比
べ
て
異
常
に
早
い
梅
雨

明
け
と
な
り
、
梅
雨
に
降
ら
な
か
っ
た
雨
に

よ
る
災
害
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
夏
本

番
。
熱
中
症
や
水
の
事
故
に
は
十
分
に
気
を

つ
け
ら
れ
、
皆
様
に
と
っ
て
楽
し
い
「
夏
」

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
吉
田

　修
）

　令和４年第６回臨時会を７月６日に開催し、１件の議案が提出され、審
議の結果、原案どおり可決しました。

令和４年
第６回臨時会●令和４年第６回天草市議会臨時会議案

●賛否表

あまくさ市議会だより 16

第
41
号 

２
０
２
２
年
８
月
号

発
行
：
天
草
市
議
会

編
集
：
天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会  

熊
本
県
天
草
市
東
浜
町
８
番
１
号

☎
０
９
６
９
‐
２
４
‐
８
８
３
５

あ
ま
く
さ
市
議
会
だ
よ
り

編 

集 

後 

記

臨時会の様子は天草市ホームペー
ジで録画映像を配信しています。

廃棄物処理施設及びリサイクル推進施設に係る設計及び建設
に要する費用に限る変更

※ただし、人口割の額の算定は、関係市町の
ごみ収集運搬及び中継施設等の関連施設の
運営に係る経費を考慮し、人口比率により
算出する。

臨時会議案の主な内容

天草広域連合規約の一部変更について

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

議第133号 付託省略 原案可決

　令和９年４月の稼働を目指す天草広域連合新ごみ処理施設の建設費及び運営費の負担割合を定めるため、
以下のとおり規約の一部を変更する。

●令和４年第５回定例会の主な内容……………Ｐ２～５

●補正予算の内容…………………………………Ｐ６～７

●一般質問…………………………………………Ｐ10～15

●令和４年第６回臨時会………………………………Ｐ16

2022年8月号

目次

第41号

市議会だより
あまくさ

―ゆい―

例年と比べ、早い梅雨明けとなった今年の夏。昨年までは
コロナ禍で中止や制限がされていたスポーツ大会や地域の
イベント等も感染対策をとりながら開催されています。

澤
井

　一
富

委
員
長  

柴
田

　誠

小
川

　圭
三

蓑
田

　庸
子

副
委
員
長 

吉
田

　修

濱
洲

　大
心

栁
田

　光
芳

広報広聴委員会

宮下 幸一郎 議員

宮
下
幸
一
郎
議
員
が

繰
り
上
げ
当
選

　脇
島
義
純
議
員
の
逝
去
に

伴
い
、欠
員
が
生
じ
た
た
め
、

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ

り
、宮
下
幸
一
郎
議
員
が
繰
り

上
げ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

●
住
所

　五
和
町
手
野

●
会
派

　無
会
派

●
所
属
委
員
会

　・
総
務
政
策
委
員
会

　・
予
算
決
算
委
員
会

天草広域連合規約の一部変更について議第133号

※○は賛成、×は反対。 ※中尾友二議員は議長職のため、表決には加わりません。

施設建設費に係る負担割合

天草市議会
■ホームページは

均等割　100分の20
　　　　（内訳：天草市1/3、上天草市1/3、苓北町1/3）
人口割　100分の80

負担割合

均等割　100分の20
　　　　（内訳：天草市10/15、上天草市4/15、苓北町1/15）
人口割　100分の80

負担割合

管理運営費に係る負担割合
■現在のごみ処理施設

人 口 割　100分の100

■新ごみ処理施設

負担割合 均 等 割　100分の20
人 口 割　100分の30
搬入量割　100分の50

▲臨時会
　QRコード

一町田保育園児の七夕飾りつけ 天草郡市中体連（空手競技）

力を出し切った天草高校野球部



天
草
市
立

天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

を
旧
瀬
戸
小
へ
移
転

02

 

内
容

　
天
草
市
立
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
五
和
支
所
か
ら
、
改

修
し
た
旧
瀬
戸
小
学
校
に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
。
市
内
５
か
所
の
書
庫
に
保
存
し
て
い
た
資

料
も
集
約
す
る
。

■
移
転
先　
天
草
市
志
柿
町
６
３
３
５
番
地

■
施
設

　
　
１
号
棟　
事
務
室
、
作
業
室
、
閲
覧
室
、
交
流
ス
ぺ

　
　
　
　
　
　
ー
ス
、
研
修
室
、
地
域
史
料
書
庫
な
ど

　
　
２
号
棟　
行
政
資
料
・
地
域
史
料
書
庫

　
　
３
号
棟　
行
政
資
料
書
庫
・
作
業
室

 

質
疑

■問
現
在
５
か
所
あ
る
保
管
場
所
を
集
約
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

■答
今
ま
で
、
保
管
場
所
に
よ
っ
て
は
時
間
を
要
し
て
い

た
資
料
の
提
供
が
短
時
間
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
研
修
室
が
確
保
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
常
設
の
展
示
や
大
学
等
と
連
携
し
た
市
民
講
座

な
ど
の
開
催
が
可
能
と
な
る
。

■問
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

■答
郷
土
新
聞
や
劣
化
が
進
み
や
す
い
写
真
な
ど
を
年
次

計
画
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、
他
の
資
料
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

令
和
５
年
１
月
23
日
か
ら
供
用
開
始
予
定

 

内
容

　
令
和
６
年
３
月
の
開
館
に
向
け
て
完
成
を
目
指
す
御
所

浦
恐
竜
の
島
博
物
館
整
備
に
係
る
工
事
請
負
契
約
が
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
恐
竜
の
島
」、「
化
石
の
島
」
と
し
て
知
ら
れ
る
御
所

浦
町
の
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
が
御
所
浦
恐
竜
の
島
博
物

館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

 

質
疑

■問
機
械
設
備
工
事
の
入
札
参
加
者
は
１
者
だ
け
で
あ
る

が
問
題
は
な
い
の
か
。

■答
条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
お
り
、
競
争
性
は
保
た
れ
て
い
る
。
結
果
的
に
１

者
入
札
と
な
っ
た
が
問
題
は
な
い
。

■問
前
回
は
入
札
不
落
と
な
っ
た
が
、
今
回
の
設
計
額
は

前
回
と
比
較
し
、
ど
れ
く
ら
い
増
額
に
な
っ
た
か
。

■答
型
枠
工
事
３
，０
０
０
万
円
、
建
具
工
事
４
，４
０
０

万
円
、
内
外
装
他
は
８
０
０
万
円
で
消
費
税
を
含
め
て
合

計
１
億
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

■問
有
益
性
の
あ
る
博
物
館
を
期
待
し
て
い
る
が
、
年
間

維
持
費
、
入
館
料
、
経
済
効
果
は
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て

い
る
か
。

■答
年
間
維
持
費
は
、
１
，３
５
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。
入
館
料
は
今
後
検
討
す
る
が
入
館
者
数
の
目
標
を

年
間
２
万
人
と
見
込
ん
で
お
り
、
経
済
効
果
と
し
て
は
１

億
円
程
度
を
期
待
し
て
い
る
。

■建　設　地　御所浦白亜紀資料館跡
■構　　　造　鉄筋コンクリート造（３階建て）
■延べ床面積　2,718㎡
　　　　　　　１階　常設・企画展示室（事務室など）
　　　　　　　２階　常設展示室、調査・研究室
　　　　　　　３階　御所浦地区コミュニティセンター
■今回議決した建設工事に係る経費
　　建築工事　　　９億2,400万円
　　機械設備工事　１億7,457万円

《御所浦恐竜の島博物館の施設概要》

今回の議案等は33件
※議案一覧等は８ページに掲載。

●報告 …………… 11件
●条例 ……………  ４件
●その他 …………  ４件
●予算 ……………  ４件
●人事 ……………  ７件
●議員提出 ………  １件
●請願 ……………  ２件

令
和
６
年
３
月
の
開
館
に
向
け
て

御
所
浦
恐
竜
の
島
博
物
館
を
整
備

3 2あまくさ市議会だより あまくさ市議会だより

令和４年
第５回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

　令和４年第５回定例会を、６
月７日（火）から24日（金）までの
18日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算などの
議案等が提出され、審査・審議
の結果、すべて原案どおり承認、
可決、同意しました。
　今号では、この中から５件を
詳しく紹介します。

TOPICS
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
が
御
所
浦
恐
竜
の
島
博
物
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

▲総務政策委員会で現地を視察

御所浦恐竜の島博物館　完成イメージ



副市長（再任）

金子　邦彦 氏
（小松原町）

か ね  こ 　 　    く に ひ こ

03

04

株
式
会
社
う
し
ぶ
か
な
ど
の

経
営
状
況
を
報
告

 

質
疑

■問
株
式
会
社
う
し
ぶ
か
の
令
和
３
年
度

決
算
で
は
、
雑
収
入
と
し
て
天
草
市
か

ら
３
，６
８
６
万
３
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

■答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
市
か
ら
お
願
い
し
た
休

業
等
に
伴
う
事
業
損
失
に
つ
い
て
、国
・

県
の
支
援
等
を
控
除
し
た
９
割
を
支
援

し
た
も
の
。

■問
同
社
の
令
和
４
年
度
の
予
算
に
は
、

１
，５
６
３
万
３
千
円
の
マ
イ
ナ
ス
計

上
が
し
て
あ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

■答
株
式
会
社
う
し
ぶ
か
、
牛
深
支
所
、

観
光
振
興
課
で
地
元
の
若
手
事
業
者
や

金
融
機
関
と
意
見
交
換
を
し
、
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
経
営
の
改
善
を
図

っ
て
い
く
な
ど
、
市
も
支
援
を
し
て
い

く
。 市

が
２
分
の
１
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
を
確
認

副
市
長
な
ど

７
件
の
人
事
案
件
に
同
意

 

内
容

　
副
市
長
及
び
監
査
委
員
の
選
任
、
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
議
案
な
ど
７
件
が
提
出
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

副
市
長
、
監
査
委
員
２
名
、
教
育
委
員
会
委
員
２
名
、
人
権
擁
護

委
員
２
名
の
人
事
案
件
に
同
意

※日程は変更される場合があります。
※新型コロナウイルス感染症等の感染状況により、傍聴の自粛をお願いする場合があります。
※本会議はケーブルテレビや天草市議会のホームページで中継も行っていますので、ぜひご覧ください。

天草市議会■ホームページは
▲市議会QRコード

令
和
４
年
９
月
定
例
会

　
　 

　
会
期
日
程（
予
定
）

▲教育厚生委員会で現地を視察

05
選
挙
管
理
委
員
及
び

補
充
員
を
選
挙

 

内
容

　
定
例
会
最
終
日
の
24
日
に
、
選
挙

管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

選
挙
管
理
委
員

　
・
岡
部
　
義
夫 

氏（
五
和
町
）

　
・
鬼
塚
　
清
武 

氏（
楠
浦
町
）

　
・
宮
下
　
正
子 

氏（
二
浦
町
）

　
・
松
本
由
香
里 

氏（
栖
本
町
）

 

補
充
員

　
順
位
１
番

　
　
竹
本
　
隆
治 

氏（
新
和
町
）

　
順
位
２
番

　
　
青
木
　
和
夫 

氏（
本
渡
町
）

　
順
位
３
番

　
　
中
山
　
敬
雄 

氏（
有
明
町
）

　
順
位
４
番

　
　
山
下
　
美
代 

氏（
河
浦
町
）

お
か  

べ
　
　   

よ
し 

お

お
に
つ
か
　
　 

き
よ
た
け

み
や
し
た
　
　 

ま
さ  

こ

ま
つ
も
と   

ゆ   

か   

り

た
け
も
と
　
　 

り
ゅ
う
じ

 

あ
お 

き
　
　   

か
ず 

お

な
か
や
ま
　
　  

た
か 

お

や
ま
し
た
　
　  

み   

よ

副市長

監査委員

監査委員

教育委員会委員

教育委員会委員

人権擁護委員

人権擁護委員

金子　邦彦 氏

富田善三郎 氏

福岡　耕二 氏

木下えり子 氏

平道　千春 氏

榎田　和壽 氏

荒木佳代子 氏

かね  こ　　  くにひこ

とみ  た  ぜんざぶろう

ふくおか　　 こう  じ

きのした　　　　　こ

ひらみち　　　ち はる

えのきだ　　 かずとし

あら  き　 か　よ　こ

小松原町

新和町

東　町

今釜新町

本渡町

久玉町

新和町

再任

再任

再任

再任

新任

再任

再任

新任・再任住　所氏　名役職名

法 人 名

●令和３年度の経営状況が報告された法人

一般財団法人
天草下島北部地域観光振興公社

株式会社うしぶか

株式会社プラスファイブ

有限会社愛夢里

事業内容

ゴルフ場予定地跡管理業務

うしぶか海彩館、牛深温泉センター、
宿泊施設やすらぎ荘の管理・運営

ユメールの管理・運営

愛夢里、海上コテージの管理・運営

令和４年 第５回定例会
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期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
８

30

㊋
日

議
会
本

会
開
　

明
説
の
由
理
案
提

㊎
日
２
月
９

議
会
本

疑
質

㊊
日
５
月
９

会
員
委

㊋
日
６
月
９

会
員
委

㊌
日
７
月
９

会
員
委

月
９

12

㊊
日

会
員
委

月
９

13

㊋
日

会
員
委

月
９

14

㊌
日

会
員
委

月
９

15

㊍
日

会
員
委

月
９

20

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
９

21

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
９

22

㊍
日

議
会
本

問
質
般
一

月
９

26

㊊
日

議
会
本

・論
討・
告
報
長
員
委

決
採
　

会
閉

教育厚生委員会

（新）本渡学校給食センターの現地調査を実施
所管事務調査

　６月14日の教育厚生委員会では、６月
30日工事完了予定の（新）本渡学校給食セ
ンターにおいて、現地調査も含め所管事務
調査を行いました。
　現地は、給食センターの建築工事が終了
し、調理用設備などの設置作業や建物周り
の外構工事を行っている状況でした。
　調理室などの床には、水を使わず乾燥状
態を維持することで細菌の繁殖を防ぎ、作
業ができるドライシステムの導入や、作業
導線を重視した身体への負担が少ない設計
で、衛生面・安全面に配慮した施設となっ
ていました。
　新しいセンターで調理した給食の提供は
２学期からスタートします。

■問 研修室はどのように活用されるか。
■答 調理室等にカメラを設置し、モニターで調理の様子
を見ながら食育等の学習ができる。
■要望 当該センターは、多くの交通量が見込まれる（仮称）
第二天草瀬戸大橋の下に位置している。配送車の車庫建
設やマニュアルの作成など衛生管理のチェック体制を検
討し、安心安全な給食を提供していただきたい。

質疑

市
民
生
活
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

総
務
政
策
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
委
員
会

（
決
算
審
査
）



あまくさ市議会だより あまくさ市議会だより

１４億５,２１６万３千円を増 額し総額５７７億７,８３７万３千円に

物価高騰の支援策 や実証事業などを計上
一般会計
補正予算

 

　
令
和
４
年
第
５
回
定
例
会
に
は
、
予
算
関
連
議
案

と
し
て
、
一
般
会
計
３
件
、
病
院
事
業
会
計
１
件
の

補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
補
正
予
算
の
主
な
内
容
や
予
算
決
算

委
員
会
等
で
の
質
疑
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

５億4,447万３千円
●プレミアム付商品券を発行

536万８千円
●事前予約制乗合タクシー
　実証運行

ＡＩ技術を活用した地域交通の実証事業
として、栖本町全域にて８月から10月までの
３か月間、予約配車システムを活用した事前
予約制乗合タクシーの実証運行を行う。

■問 利用者の負担はあるのか。
■答 実証運行期間は無料で利用できる。
■問 実証期間終了後は、どのように考えている
のか。
■答 移動の手段、利用時間、料金及び課題などに
ついてアンケートを実施し、検証を行い、本格
運行についても検討する。

質疑

内容 198万円

●保育園留学を受け入れ、
　移住生活を体験

のびのびと子育てができる環境を求めて
いる都市部の子育て世代をターゲットに、一
時的に天草市で子育てを行うファミリーワー
ケーションを受け入れ、関係人口のつながり
を創出する。

■問 都市部とは、どこを想定しているのか。
■答 東京や大阪などを想定しているが、希望が
あればその他の地域も受け入れる。
■問 より成果を上げるためには、関係部署が連
携して支援する体制が必要ではないか。
■答 実施に当たっては市内保育園をはじめ、関
係部署と連携を図っていく。本市の魅力を深
く知っていただき、関わりを持つことで移住に
つながるよう努めたい。

質疑

内容

病院事業会計補正予算

　天草市立４病院及び御所浦診療所では、新
型コロナウイルス感染症対応として、ワクチ
ン接種、検査、受入れ病床の確保、宿泊施設
への看護師派遣等を行っている。
　病床確保に係る補助金が令和４年９月まで
延長されたことに伴い、コロナウイルス感染
症受入れ病床確保による一般病床入院収益減
少や感染対策に係る補助金について補正。
　また、市立４病院のカル
テについて、令和５年度末
の電子カルテ導入に向け、
導入支援に係る経費などに
ついて補正を行う。

●市立４病院で電子カルテ導入へ 1,498万９千円
●コミュニティセンターを整備

国の社会資本整備総合交付金を活用し、
本渡南地区コミュニティセンター講堂のつり
天井（特定天井）を直天井へ改修する。

■問 同様の天井の施設は、ほかにもあるのか。
■答 志柿地区、小宮地地区、深海地区のコミュ
ニティセンターがつり天井（特定天井）となっ
ている。これらの施設については、令和５年度
に改修を計画している。
■問 利用が多い施設と思うが、工期はいつを予
定しているか。
■答 コミュニティセンタ
ーの管理をしている地
区振興会と協議をし、
秋ごろから４か月程度
の工期で改修したい。

質疑

内容

9,800万円
●企業誘致促進事業

３億4,352万５千円
感染対策補助金収入

1,532万６千円
電子カルテ導入支援経費

国のテレワーク交付金を活用し、シェア
オフィス開設支援や企業誘致プロモーション、
サテライトオフィスを設置した企業への進出支
援金など本市でのデジタル産業による雇用の創
出を図る。

■問 シェアオフィスの場所はどこを予定してい
るか。
■答 生活の利便性の観点から市街地にある銀天
街を中心とした半径５キロ圏内を想定している。
■問 進出企業が数年で撤退した場合の支援金の
取扱いはどうなるのか。
■答 少なくとも10年は継
続していただくことを想
定している。途中で撤退
する場合は全額または半
額を返還とするなど、国
の基準に準じたルールを
設定し、公募を行う。

質疑

内容

1,140万円
●西平椿公園カメリアハウス搾油
　機を更新

西平椿公園カメリアハウスの搾油機が経
年劣化によって稼働できなくなったため、椿
油の加工用搾油機等の設備を更新する。

■問 設備更新による椿油の品質への影響はある
か。
■答 更新後の設備は現在の搾油機と同等以上の
ものを予定しており、20％増の作業力と生産力
を兼ね備えている。
■問 椿油の使用方法やPR方法は。
■答 食用や頭髪用、刃物の手入れ
など。今年度から新たに、ネッ
ト通販での取扱いについて調整
が行われている。

質疑

内容

令和４年 第５回定例会
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▲

市のホームページで詳細が確認できます。

コロナ禍で直面する物価高騰に対する市民生活支援
策等として、本市独自のプレミアム付商品券を発行する。

■問 プレミアム付商品券の発行方式は、紙または電子であるが、その
比率はどのくらいを想定しているか。
■答 現在、電子決済アプリ天草のさりーの登録状況は約26％であり、
紙の利用率を80％、電子の利用率を20％と想定している。
■問 利用できる店舗は。
■答 今回の事業は、物価高による市民の生活支援が目的であり、登録
店舗での利用が可能となる。共通券と地域限定券を組み合わせてお
り、地域の店舗を利用いただく機会も増やしたい。

【利用期間】令和４年８月１日～令和５年１月31日

質疑

内容



　脇島義純議員（71歳、天政会）が６月14日に逝去されました。
　脇島議員は、平成３年に御所浦町議会議員に初当選され、合併後天草市議会議員
として通算31年、また、天草市議会議長として平成28年から２年間、本市の発展
のために多大なるご貢献をいただきました。
　生前の幾多の功績をたたえ、謹んでご冥福をお祈りいたします。

 追悼  ～故 脇島義純議員 ～

平成３年５月～平成18年３月　御所浦町議会議員
（平成15年５月～平成18年３月　御所浦町議会議長）
平成18年４月～令和４年６月　天草市議会議員
（平成28年６月～平成30年４月　天草市議会議長）

故・脇島義純議員

議員経歴

開催日 委員名

議長 副議長 政友 天政 市民 新風 共産 公明

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

山
平

　

司
泰

木
勝

　

生
幸

郎
一
昇
田
下

洲
濱

　

心
大

崎
浜

　

昭
義

通
五

　

作
俊

5月30日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月  7日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月15日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月21日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月22日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

洲
濱

　

心
大

崎
浜

　

昭
義

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

木
勝

　

生
幸

郎
一
昇
田
下

通
五

　

作
俊

川
小

　

三
圭

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

5月30日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月10日 議会運営委員会 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月22日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月28日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

●令和４年第５回天草市議会（定例会）議案等

賛否表被爆77年、被爆者が生きているうちに核兵器の廃絶を！唯一の被爆国・日本政
府の核兵器禁止条約への参加を求める意見書の提出について（請願）

請願第２号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※中尾友二議員は議長職のため、表決には加わりません。

令和４年 第５回定例会

６月24日に
関係大臣等へ送付

※令和４年第４回臨時会終了後から令和４年第６回臨時会までの間に開催された本会議及び委員会などへの出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「╳」は欠席、「＼」は所属外等、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

議長 副議長

※中尾友二議長は、常任委員会（予算決算）には、委員外議員として出席。

【広報広聴委員会】

【議会運営委員会】 【会派代表者会議】

※中尾友二議長と鶴戸継啓副議長は、委員外議員として出席。

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

辺
船

　
　

修

通
五

　

作
俊

洲
濱

　

心
大

嶋
五

　

彦
善

川
小

　

三
圭

　

朗
達

城
赤

　

浩
史

井
澤

　

富
一

本
竹

　
　

亨

木
勝

　

生
幸

崎
浜

　

昭
義

田
柴

　
　

誠

岡
松

　
　

寿

山
若

　

介
敬

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

島
脇

　

純
義

本
浦

　
　

力

田
吉

　
　

修

口
門

　
　

徹

　

芳
光

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

郎
一
昇
田
下

田
蓑

　

子
庸

5月23日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月  7日 第５回定例会　本会議
（開会、提案理由の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月10日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月13日 常任委員会（市民生活・建設経済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月14日 常任委員会（総務政策・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月15日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月20日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月21日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月22日 本会議（一般質問３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月24日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月28日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠

田
吉

　
　

修

洲
濱

　

心
大

井
澤

　

富
一

川
小

　

三
圭

田
蓑

　

子
庸

　

芳
光

5月11日 広報広聴委員会 ○ ○ ╳ ○ ╳ ○ ○
6月10日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月15日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○7月  4日 広報広聴委員会

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

辺
船

　
　

修

通
五

　

作
俊

洲
濱

　

心
大

嶋
五

　

彦
善

　

朗
達

城
赤

　

浩
史

井
澤

　

富
一

本
竹

　
　

亨

木
勝

　

生
幸

崎
浜

　

昭
義

田
柴

　
　

誠

岡
松

　
　

寿

山
若

　

介
敬

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

川
小

　

三
圭

本
浦

　
　

力

田
吉

　
　

修

口
門

　
　

徹

　

芳
光

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

郎
一
昇
田
下

田
蓑

　

子
庸

7月  6日 第６回臨時会　本会議

会派名 政友会 天政会 市民クラブ 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

山
平

　

司
泰

崎
浜

　

臣
昭

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

口
門

　
　

徹

岡
松

　
　

寿

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

川
小

　

三
圭

　

朗
達

郎
一
昇
田
下

嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

本
浦

　
　

力

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

崎
浜

　

昭
義

田
蓑

　

子
庸

通
五

　

作
俊

　

芳
光

尾
中

　

二
友

山
若

　

介
敬

本
竹

　
　

亨

城
赤

　

浩
史

田
吉

　
　

修
請願第２号 ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ◯ ╳ ╳ ╳ ◯ ◯ ╳ ╳ ― ◯ ╳ ╳ ╳ 4：20 不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮
下
幸
一
郎

栁
田

鯖
江

栁
田

鯖
江

栁
田

鯖
江

栁
田

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第４号 専決処分事項の報告について（市内において発生した私有地の販売用花きの伐採に係る和解及び損害賠償
の額を定めることについて、専決処分したので、議会に報告するもの） ― ―

報告第５号 専決処分事項の報告について（市内において発生した事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることにつ
いて、専決処分したので、議会に報告するもの） ― ―

報告第６号 繰越明許費繰越計算書の報告について（令和３年度天草市一般会計）（熊本天草幹線道路連絡街路整備
事業など 32事業、総額2,920,864,340円を令和4年度に繰り越すもの） ― ―

報告第７号 繰越計算書の報告について（令和３年度天草市病院事業会計）（栖本病院結核病棟改修事業など５事業、
総額66,005,000円を令和４年度に繰り越すもの） ― ―

報告第８号 繰越計算書の報告について（令和３年度天草市水道事業会計）（（仮称）第二天草瀬戸大橋配水管添架工
事など２事業、総額30,235,000円を令和４年度に繰り越すもの） ― ―

報告第９号 繰越計算書の報告について（令和３年度天草市下水道事業会計）（今釜新町ポンプ場ポンプ設備改築など
３事業、総額286,500,000円を令和４年度に繰り越すもの） ― ―

報告第10号 事故繰越し繰越計算書の報告について（令和３年度天草市一般会計）（ 5事業、総額248,299,770円を
令和４年度に繰り越すもの） ― ―

報告第11号
～第14号

一般財団法人天草下島北部地域観光振興公社、株式会社うしぶか、株式会社プラスファイブ、有限会社
愛夢里の経営状況の報告について ― ―

議第114号 天草市立天草アーカイブズ条例の一部を改正する条例の制定について（移転に伴い、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第115号 天草市税条例等の一部を改正する条例の制定について（地方税法の一部改正に伴い、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第116号 天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一
部改正に伴い、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第117号 天草市建築基準条例の一部を改正する条例の制定について（建築基準法の一部改正に伴い、条例を改正
するもの） 建設経済 原案可決

議第118号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について（規約を一部変更するため、議会の議決を行うもの） 総務政策 原案可決

議第119号
～120号

工事請負契約の締結について（御所浦恐竜の島博物館建築工事、機械設備工事に係る工事請負契約の締
結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第121号 令和４年度天草市一般会計補正予算（第１号） 付託省略 原案可決

議第122号
～123号

令和４年度天草市一般会計補正予算（第２号）
令和４年度天草市病院事業会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

議第124号 財産の取得について（小型動力ポンプの購入について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第125号
～126号 監査委員の選任について（富田善三郎氏〔新和町〕、福岡耕二氏〔東町〕） 付託省略 同意

議第127号 令和４年度天草市一般会計補正予算（第３号） 付託省略 原案可決

議第128号 付託省略 同意

議第129号
～130号 教育委員会委員の任命について（木下えり子氏〔今釜新町〕、平道千春氏〔本渡町〕） 付託省略 同意

議第131号
～132号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（榎田和壽氏〔久玉町〕、荒木佳代子氏〔新
和町〕） 付託省略 同意

請願第１号 適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切な措置を求める意見書の提出を求める
請願書 教育厚生 採択

請願第２号 被爆77年、被爆者が生きているうちに核兵器の廃絶を！唯一の被爆国・日本政府の核兵器禁止条約への
参加を求める意見書の提出について（請願） 総務政策 不採択

議員提出
第２号 適格請求書等保存方式導入に係るシルバー人材センターへの適切な措置を求める意見書の提出について 付託省略

原案可決

副市長の選任について（金子邦彦氏〔小松原町〕）
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問
　
　

事
　
　

項

１

田
柴

　
　

誠

て
い
つ
に
療
治
妊
不
①

て
い
つ
に
券
つ
む
お
・
金
い
祝
お
産
出
②

て
い
つ
に
当
弁
お
の
み
休
夏
の
童
学
③

２

嶋
五
　

彦
善

て
い
つ
に
進
推
の
化
報
情
域
地
①②

て
い
つ
に
方
り
在
の
館
書
図
央
中
の
て
し
と
場
の
流
交
民
市

３

洲
濱
　

心
大

て
い
つ
に
性
能
可
の
致
誘
学
大
①③

て
い
つ
に
革
改
の
制
体
業
就
の
員
職
教
の
校
学
中
小

４

田
吉

　
　

修

て
い
つ
に
加
参
治
政
の
性
女
と
者
若
①②

て
い
つ
に
方
り
在
の
ト
ン
ベ
イ
の
域
地
の
禍
ナ
ロ
コ

境
環
い
す
や
し
ご
過
が
者
住
移
や
者
若
④

５

通
五
　

作
俊

①

い
扱
取
の
金
付
交
時
臨
生
創
方
地
る
す
対
に
騰
高
価
物

に
画
計
備
整
ラ
フ
ン
イ
家
国
市
都
園
田
ル
タ
ジ
デ
②

て
い
つ

６

田
栁
　

芳
光

て
い
つ
に
応
対
騰
高
源
資
・
価
物
①

て
い
つ
に
援
支
の
い
が
障
達
発
②

て
い
つ
に
所
票
投
挙
選
③

７

崎
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
道
街
景
風
本
日
、
光
観
陽
夕
草
天
①

８

崎
浜
　

昭
義

①

て
い
つ
に
策
対
の
め
た
る
守
を
し
ら
暮
と
命
の
民
住

き
べ
う
行
を
し
直
見
の
金
料
道
水
②

て
い
つ
に
度
制
ス
イ
ボ
ン
イ
③

９

田
蓑
　

子
庸

現
実
の
会
社
画
参
同
共
女
男
①

10

郎
一
昇
田
下

て
い
つ
に
画
計
理
管
合
総
等
設
施
共
公
市
草
天
①

QRコードで質問の動画が見られます。

P11P11P12P12P13P14P14P15P15 P13 ページ

　６月20日から22日までの３日間で行った
一般質問では、10人の議員が質問に立ちまし
た。 一 般 質 問

そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

“一般質問”ってなに？

質問の方法は３つあります

議案と関係なく、議員が市民生活にかかわる課題
など、市政全般のことについて質問をする場です。
年４回の市議会定例会で行われます。

天草市議会定例会や臨時会の様子は、天草市議会の議場での傍聴のほかケーブルテレビやホ
ームページで中継しています。また、ホームページからは録画映像も配信しており、映像は
スマートフォンやタブレットでも視聴いただけます。

聞きたいことを一括して質問を
行い、それに対して答弁者が一
括して答弁を行う。
質問回数は３回までで、いずれ
も演壇で発言する。

総括方式

一つずつ質問し、それに対して
答弁を行うキャッチボール方式。
議員は質問席、答弁を行う市長
などは自席で発言する。

一問一答方式

１回目の質問は「総括方式」。
２回目以降の質問
は「一問一答方式」
で行う。

折衷方式

A.

天草市議会■ホームページは ▲市議会
　QRコード

特定不妊治療費（生殖補助医療費）助成事業
【令和４年度から】

医療保険（7割）
35万円

医療保険が適用

自己負担（3割）
15万円

自己負担額 0円

※自己負担部分は高額
療養費制度を利用

　（申請が必要）

■年収約770万円まで

自己負担額 5万円
■年収約770万円超

②
デ
ジ
タ
ル
化
、
電
子
マ
ネ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

②
天
草
・
八
代
シ
ー
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

③
出
水
〜
長
島
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て

③
子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
交
付
金（
ク
ー
ポ
ン
券
）に
つ
い
て
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【
不
妊
治
療
に
つ
い
て
】

■柴田  

こ
れ
ま
で
は
医
療
保
険
適
用
外

で
あ
っ
た
た
め
、
費
用
負
担
の
軽
減
の

た
め
の
助
成
制
度
が
実
現
さ
れ
て
き

た
。
４
月
か
ら
医
療
保
険
適
用
と
な
っ

た
こ
と
で
、
個
人
が
負
担
す
る
金
額
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。

■健康福祉部長  

医
療
保
険
が
適
用
に

な
っ
た
本
年
４
月
１
日
以
降
で
は
、
50

万
円
の
治
療
費
が
か
か
っ
た
と
仮
定
し

た
場
合
、７
割
の
35
万
円
が
医
療
保
険
、

３
割
の
15
万
円
が
自
己
負
担
額
と
な
る

が
、
医
療
保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
を

活
用
す
る
と
、
自
己
負
担
額
が
住
民
税

非
課
税
者
は
約
３
万
５
千
円
、
年
収
約

７
７
０
万
円
の
方
で
約
８
万
３
千
円
と

な
る
。
こ
の
自
己
負
担
額
に
対
し
、
本

市
の
不
妊
治
療
助
成
制
度
を
利
用
い
た

だ
く
と
、
自
己
負
担
額
な
し
で
治
療
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

【
出
産
お
祝
い
金
・
お
む
つ
券
に
つ
い
て
】

■柴田  

本
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
電
子

ク
ー
ポ
ン
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

出
産
お
祝
い
金
や
お
む
つ
券
を
電
子

ク
ー
ポ
ン
で
助
成
で
き
な
い
か
。

■健康福祉部長  

現
在
の
と
こ
ろ
は
考

え
て
い
な
い
。

【
学
童
の
夏
休
み
の
お
弁
当
に
つ
い
て
】

■柴田  

例
え
ば
、
保
護
者
負
担
を
２
０

０
円
、
市
の
補
助
を
１
０
０
円
と
し
、

希
望
す
る
家
庭
の
昼
食
は
お
弁
当
を
注

文
し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
で
き
な
い

か
。■健康福祉部長  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ

の
対
応
も
あ
り
、
考
え
て
い
な
い
。

●
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

●
市
民
交
流
の
場
と
し
て
の
中
央
図
書
館

　の
在
り
方
に
つ
い
て

２  

五
嶋 

善
彦
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
不
妊
治
療
に
つ
い
て

●
出
産
お
祝
い
金
・
お
む
つ
券
に
つ
い
て

●
学
童
の
夏
休
み
の
お
弁
当
に
つ
い
て

１  

柴
田 

　
誠
（
政
友
会
）

■五嶋  

今
後
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ
て
く
る

が
、
市
長
の
考
え
は
。

■市長  

行
政
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
こ
と
は
、
本
市
の
課
題
解
決
の

重
要
な
鍵
と
な
る
。
本
市
が
直
面
す
る

高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
課
題
に
活
用
し
、
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

■五嶋  

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
格
差
是

正
が
必
要
で
あ
る
が
。

■市長  

均
衡
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の

実
現
の
た
め
、
情
報
通
信
環
境
の
格
差

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■五嶋  

国
が
提
唱
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
」の
実
現
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

■政策審議監  
本
市
に
お
い
て
も
、
す

ば
ら
し
い
自
然
、
歴
史
や
文
化
、
豊
か

な
農
林
水
産
資
源
な
ど
、
天
草
の
魅
力

を
感
じ
な
が
ら
都
市
の
利
便
性
を
享
受

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
本
市

の
求
心
力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

■五嶋  

中
央
図
書
館
を
含
む
複
合
施
設

「
こ
こ
ら
す
」
は
、
オ
ー
プ
ン
し
て
３

年
目
を
迎
え
る
が
、
建
設
の
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
「
市
民
交
流
の
場
の
提

供
」
は
、
実
現
で
き
て
い
る
か
。

■市長  

市
民
の
学
習
の
拠
点
と
し
て
利

用
し
や
す
い
図
書
館
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
ら
す
は
、
利
用
者
の
声
や
利

用
状
況
か
ら
も
、
幅
広
い
年
齢
層
の
世

代
間
交
流
の
場
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
や
健
康
づ
く
り
の
循
環
が
生
ま
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
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■五通  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、「
物
価
高
騰
に
伴
う
学
校

給
食
等
に
関
す
る
負
担
軽
減
」が
あ
る
。

こ
れ
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費
値

上
げ
を
抑
え
る
た
め
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
で
き
る
と
す
る
も
の
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
本
市
で
も
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

■教育長  

物
価
高
騰
の
状
況
が
こ
の
ま

ま
続
く
と
、
野
菜
な
ど
の
賄
い
材
料
費

の
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
学
校
給
食
費
の
保

護
者
負
担
を
軽
減
で
き
る
た
め
、
本
年

度
は
給
食
費
の
値
上
げ
は
せ
ず
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を

保
っ
た
学
校
給
食
を
提
供
す
る
よ
う
努

め
る
。■五通  

本
市
の
区
域
内
に
携
帯
電
話
の

電
波
が
届
か
な
い
不
感
地
域
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
。■情報政策課長  

本
市
で
把
握
し
て
い

る
居
住
地
域
に
お
け
る
不
感
地
域
は
６

地
域
で
、
42
世
帯
が
対
象
区
域
に
居
住

さ
れ
て
い
る
。

■五通  

新
た
に
不
感
地
域
が
分
か
っ
た

場
合
の
対
応
は
。■情報政策課長  

県
を
通
じ
、
総
務
省

が
行
う
「
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
整
備
に

関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
報
告
し
、
エ

リ
ア
化
の
要
望
を
行
う
。
こ
の
調
査
に

基
づ
き
、
総
務
省
か
ら
各
携
帯
電
話
事

業
者
に
情
報
が
提
供
さ
れ
、
不
感
地
域

の
状
況
を
関
係
者
間
で
情
報
共
有
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

●
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
の
産
業
支
援

　に
つ
い
て

●
選
挙
投
票
所
に
つ
い
て

６  

栁
田 

光
芳
（
公
明
党
）

●
物
価
高
騰
に
対
す
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

　取
扱
い
に
つ
い
て

●
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画

　に
つ
い
て

５  

五
通 

俊
作
（
公
明
党
）

【
産
業
支
援
に
つ
い
て
】

■栁田  

資
源
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
、

高
騰
し
て
い
る
農
薬
肥
料
に
関
連
し
、

一
次
産
業
へ
の
具
体
的
支
援
策
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

■経済部長  

施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
構
築
事
業
へ
の
加
入
推
進
に
加

え
、
国
、
県
に
創
設
さ
れ
た
支
援
事
業

を
注
視
し
、
今
後
の
対
応
策
を
検
討
し

て
い
く
。

■栁田  

今
回
の
よ
う
な
世
界
的
規
模
の

危
機
や
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
は
本
市
と
の
契
約
書
の
中
に

単
価
変
更
の
特
例
条
項
を
盛
り
込
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。■総務部長  

今
回
の
よ
う
な
想
定
を
超

え
た
社
会
情
勢
の
急
変
に
は
、
企
業
努

力
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
新
た
に
入
札
契

約
を
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
双
方
で

協
議
を
行
い
、
価
格
変
更
が
可
能
に
な

る
取
組
を
行
い
た
い
。

【
選
挙
投
票
所
に
つ
い
て
】

■栁田  

総
務
省
は
、
昨
年
、
利
便
性
の

高
い
場
所
で
投
票
で
き
る
「
共
通
投
票

所
」
が
48
か
所
と
過
去
最
多
に
な
っ
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
本
市
で
、
商
業
施

設
に
投
票
所
を
開
設
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

対
象
商

業
施
設
や
各
種
団
体
と
協
議
し
、
期
日

前
投
票
所
の
開
設
を
検
討
す
る
。

■栁田  

本
市
に
お
い
て
高
校
を
投
票
所

と
し
て
開
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

移
動
式

期
日
前
投
票
所
を
活
用
し
て
、
市
内
の

高
校
に
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

●
大
学
誘
致・電
子
マ
ネ
ー・小
中
学
校
の

　教
育
環
境
に
つ
い
て

４  

吉
田 

　
修
（
無
会
派
）

【
若
者
と
女
性
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
】

■吉田  

先
般
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

候
補
者
が
負
担
し
た
金
額
は
い
く
ら

か
。

今
回
の

市
議
会
議
員
選
挙
運
動
費
用
の
収
支
報

告
書
の
中
で
支
出
経
費
は
、
平
均
額
で

１
人
当
た
り
約
１
０
１
万
円
の
支
出
と

な
っ
て
い
る
。

■吉田  

幅
広
い
世
代
に
立
候
補
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

政
治
的

中
立
性
の
観
点
か
ら
立
候
補
に
関
し
て

の
働
き
か
け
は
困
難
で
あ
る
。
政
治
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
内

の
中
学
・
高
校
で
出
前
講
座
を
開
催
す

る
な
ど
、
幅
広
い
層
で
政
治
へ
の
関
心

が
高
ま
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。

■吉田  

ぜ
ひ
選
挙
管
理
委
員
会
と
学
校

教
育
課
と
連
携
し
た
事
業
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
の
検
証
に
つ
い
て
】

■吉田  

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て

ク
ー
ポ
ン
券
を
選
択
し
た
の
か
。

■市長  

子
育
て
世
代
の
み
な
ら
ず
コ
ロ

ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
の
事
業
者
で
確
実

に
消
費
さ
れ
、
経
済
回
復
が
広
く
市
民

に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
、
地
元
商
店
利

用
の
機
会
が
増
え
ま
ち
づ
く
り
の
機
運

が
高
ま
る
な
ど
の
効
果
に
期
待
し
た
。

■吉田  

市
民
の
支
持
は
得
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
か
。

■経済部長  

地
産
地
消
の
大
切
さ
に
つ

い
て
実
感
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

３  

濱
洲 

大
心
（
新
風
天
草
）

■濱洲  
天
草
〜
熊
本
間
の
空
路
に
崇
城

大
学
の
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の

誘
致
は
で
き
な
い
か
。

■市長  

大
学
誘
致
は
天
草
の
活
性
化
に

と
っ
て
希
望
の
あ
る
こ
と
。現
在
、県
と

崇
城
大
学
の
間
で
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
」

を
締
結
し
て
い
る
。県
や
崇
城
大
学
と

連
携
し
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

大
学
誘
致
は
天
草
の
活
性
化
に
と
っ
て

希
望
で
あ
る
。

■濱洲  

電
子
マ
ネ
ー
「
の
さ
り
ー
」
利

用
者
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。
登
録

方
法
が
分
か
り
に
く
い
と
の
声
も
聞
か

れ
る
が
。■経済部長 

登
録
者
の
割
合
は
対
象
者
の

26
．３
％
。
登
録
方
法
が
難
し
い
と
の

意
見
も
あ
り
、
本
庁
に
相
談
窓
口
を
設

け
、
各
支
所
で
も
対
応
し
て
い
る
。
今

後
は
チ
ャ
ー
ジ
機
能
の
追
加
や
カ
ー
ド

方
式
も
検
討
し
て
い
く
。

■濱洲  

小
・
中
学
校
の
教
員
数
は
定
員

を
満
た
し
て
い
る
の
か
。

■学校教育課長  

今
年
度
４
月
時
点
で

定
員
５
４
２
人
に
対
し
、
１
人
の
少
人

数
指
導
職
員
が
未
補
充
で
あ
る
。

■濱洲  
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
数
は
足
り
て

い
る
の
か
。■学校教育課長  

現
在
３
人
体
制
で
各

学
校
を
巡
回
し
て
い
る
。
増
員
等
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■濱洲  

ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
中
学
校
部
活

動
の
社
会
体
育
移
行
の
通
達
が
あ
る

が
、
今
後
の
計
画
は
。

■教育部長 

本
年
６
月
に
提
言
が
あ
り
、

今
後
は
県
の
方
針
に
沿
っ
て
進
め
て
い

く
。■濱洲  

環
境
の
整
っ
て
い
な
い
地
域
も

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
指

導
者
バ
ン
ク
制
度
を
つ
く
る
な
ど
の
対

策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
若
者
と
女
性
の
政
治
参
加
に
つ
い
て

●
子
育
て
給
付
金
に
つ
い
て

■選挙管理委員会事務局長  ■選挙管理委員会事務局長  

■選挙管理委員会事務局長  ■選挙管理委員会事務局長  
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【
市
職
員
の
労
働
環
境
等
】

■蓑田  

職
員
、
常
勤
職
員
、
管
理
職
に

お
け
る
男
女
の
割
合
は
。

■総務課長  

本
年
４
月
１
日
現
在
で
市

の
職
員
数
は
１
，６
７
８
人
で
男
性

43
％
、
女
性
57
％
。
そ
の
う
ち
常
勤
職

員
は
男
性
60
％
、
女
性
40
％
。
管
理
職

は
、
男
性
82
．６
％
、
女
性
17
．４
％
。

■蓑田  

女
性
管
理
職
の
割
合
の
達
成
目

標
と
具
体
的
な
対
策
は
。

■総務部長  

２
年
後
に
は
25
％
を
目
標

と
す
る
。
幅
広
い
職
務
経
験
と
実
務
研

修
な
ど
を
通
じ
て
、
職
員
の
能
力
開
発

や
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
生
理
の
貧
困
解
消
へ
の
取
組
】

■蓑田  「
生
理
の
貧
困
」
は
女
性
の
健

康
や
尊
厳
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
市

内
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
ナ

プ
キ
ン
配
置
の
現
状
と
計
画
は
。

■学校教育課長  

保
健
室
で
対
応
し
て

い
る
。■教育部長  

今
後
も
気
軽
に
相
談
で
き

る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
見
守
っ
て
い
き

た
い
。

【
学
校
給
食
費
無
償
化
へ
の
取
組
】

■蓑田  

給
食
費
未
納
の
児
童
・
生
徒
数

と
、
県
内
の
無
償
化
実
施
の
状
況
は
。

■学校給食課長  

令
和
２
年
度
１
５
０

人
、
令
和
３
年
度
１
１
１
人
。
無
償
化

は
、
小
・
中
学
校
で
の
実
施
が
３
自
治

体
、部
分
的
助
成
が
14
自
治
体
で
あ
る
。

■蓑田  

本
市
の
無
償
化
の
計
画
は
。

■教育部長  

現
時
点
で
は
恒
久
的
な
制

度
と
し
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

■蓑田  

給
食
費
無
償
化
へ
の
市
民
の
要

望
は
強
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
家

庭
へ
の
支
援
、
医
療
費
助
成
に
続
く
子

育
て
支
援
策
と
し
て
実
施
を
求
め
る
。

●
天
草
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

　つ
い
て

10  

下
田 

昇
一
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
現
状
、
課
題
、

　施
策
等

９  

蓑
田 

庸
子
（
日
本
共
産
党
）

■下田  

本
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
背

景
と
計
画
の
概
要
は
。

■総務部長  

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
や
需
要
に
応
じ
た
施
設
整
備
を
継

続
す
る
こ
と
が
財
政
面
で
大
き
な
負
担

と
な
る
。
ま
た
、
今
後
は
大
き
な
財
源

の
普
通
交
付
税
も
減
少
し
て
い
く
た

め
、
再
度
、
施
設
の
改
修
や
更
新
な
ど

に
係
る
将
来
費
用
を
試
算
し
た
。
今
後

40
年
で
約
３
，１
８
８
億
円
、
年
平
均

で
約
79
億
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、①
保

有
総
量
の
縮
小
、②
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
利
用
の
推
進
、③
長
寿
命
化
の
推

進
の
３
つ
の
方
針
を
定
め
、
現
時
点
で

推
測
さ
れ
る
今
後
40
年
間
の
改
修
や
更

新
等
に
か
け
ら
れ
る
費
用
約
９
２
７
億

円
、
年
平
均
で
約
23
億
円
を
目
指
す
。

■下田  

市
で
は
使
わ
な
く
な
っ
た
遊
休

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

は
「
庁
内
↓
地
域
↓
民
間
」
で
の
利
活

用
の
順
で
調
査
し
て
い
た
が
、
地
域
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
、Ｐ
Ｐ
Ｐ（※

１
）

や

Ｐ
Ｆ
Ｉ（※

２
）

等
も
活
用
し
、
民
間
で
の

利
活
用
を
優
先
で
き
な
い
か
。

■総務部長  
今
後
は
、
学
校
施
設
等
の

大
規
模
施
設
な
ど
規
模
や
用
途
に
応
じ

て
、
民
間
で
の
利
活
用
を
優
先
し
て
い

く
方
法
を
検
討
す
る
。

■下田  

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
施
設
の

年
間
利
用
状
況
や
維
持
管
理
費
な
ど
を

明
確
に
し
、
現
在
の
利
用
法
が
「
適
切

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
」と
言
え
る
の
か
、

今
後
開
催
さ
れ
る
地
域
で
の
住
民
説
明

会
の
場
で
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

※
１
…
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
公
民
が
連
携
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
手
法

※
２
…
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維

持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
や
能
力
を
活

用
し
行
う
手
法

●
天
草
夕
陽
観
光
、日
本
風
景
街
道
に
つ
い
て

●
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

●
出
水
〜
長
島
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て

８  

浜
崎 

義
昭
（
日
本
共
産
党
）

■浜崎  

危
険
家
屋
や
危
険
な
大
木
に
つ

い
て
、住
民
の
方
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、行

政
区
長
な
ど
か
ら
も
多
く
の
問
合
せ
と

相
談
が
き
て
い
る
。
危
険
家
屋
や
危
険

な
大
木
を
除
去
す
る
た
め
、
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。

■建設部長  

危
険
家
屋
の
所
有
者
に
は
、

適
正
管
理
の
通
知
を
し
て
い
る
。
大
木

も
個
人
等
の
所
有
物
な
の
で
、所
有
者
・

地
権
者
で
適
正
に
管
理
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

■浜崎  

全
国
に
は
、
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
危
険
木
の
伐

採
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

■市長  

調
査
・
研
究
を
し
て
、検
討
し

て
い
き
た
い
。

■浜崎  

市
民
か
ら
の
水
道
料
金
が
高
い

と
の
声
が
あ
る
。
水
道
料
金
は
、
基
本

水
量
単
位
を
細
か
く
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る
手
だ
て

は
な
い
か
。■水道局長  

本
市
の
水
道
料
金
シ
ス
テ

ム
の
検
針
単
位
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル

で
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
細
か
く
す
る

対
応
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
や
水
道
管
の
布
設
替
え

に
必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
た
め
、
料

金
の
引
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

■浜崎  

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
、
こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
時
の
天

草
の
経
済
は
ど
う
な
る
と
考
え
て
い
る

か
。■経済部長  

中
小
企
業
者
の
事
業
継
続

に
向
け
た
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
。

７  

浜
崎 

昭
臣
（
政
友
会
）

【
夕
陽
、
天
草
風
景
街
道
に
つ
い
て
】

■浜崎  
天
草
夕
陽
八
景
の
環
境
整
備
、

天
草
風
景
街
道
の
取
組
、
無
電
柱
化
に

つ
い
て
問
う
。

■市長  「
小
森
海
岸
の
夕
陽
」
へ
の
案

内
看
板
を
設
置
す
る
。
風
景
街
道
に
つ

い
て
は
観
光
振
興
や
認
知
度
の
部
分
で

十
分
で
な
い
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
事

務
局
の
熊
本
県
と
改
め
て
協
議
す
る
。

■観光文化部長  
大
ケ
瀬
の
夕
陽
に
通

じ
る
道
路
の
木
の
枝
は
維
持
管
理
に
努

め
る
。
西
平
椿
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
修

は
来
年
３
月
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
風
景
街
道
の
電
柱
の
撤
去
に
つ
い
て

は
、個
別
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
検
討
す
る
。

【
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
つ
い
て
】

■浜崎  

こ
の
シ
ー
ラ
イ
ン
が
完
成
す
れ

ば
、
上
天
草
市
よ
り
も
恩
恵
を
一
番
受

け
る
の
は
本
市
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

長
の
考
え
を
問
う
。

■市長  

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
か
ら

天
草
上
島
東
海
岸
に
か
け
て
の
ル
ー
ト

が
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
と
な
る
。ま
た
、

松
島
町
前
島
を
起
点
と
す
る
交
通
渋
滞

の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。
本
市
と
し
て

も
早
期
着
手
に
向
け
取
り
組
む
。

【
出
水
〜
長
島
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
つ
い
て
】

■浜崎  

入
込
客
数
増
を
図
る
た
め
の
今

後
の
計
画
と
認
知
度
の
低
さ
に
対
す
る

今
後
の
方
策
を
問
う
。

■地域振興部長  
観
光
客
を
増
や
す
方

策
と
し
て
こ
れ
ま
で
情
報
誌
で
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
、Ｊ
Ｒ
九
州
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
実
施
。

認
知
度
向
上
に
つ
い
て
は
観
光
情
報

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
構
築
し
、
旅
行
体
験
記
事
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
信
し
て
い
る
。

●
危
険
家
屋
・大
木
、水
道
料
金
、イ
ン
ボ
イ
ス
制

　度
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

天草市の今後の人口予測
令和２年　75,783人  →  令和17年　55,035人

40年間で770施設を ダイエット!!

持続可能な天草市の経営に向かって
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　広
報
広
聴
副
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に

分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
歴
史
的
な
物
価
高
に
対
し
て
支
援
を
行

う
た
め
の
補
正
予
算
等
が
成
立
し
ま
し
た
。

　私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
の
一
般

質
問
を
行
う
な
ど
、
よ
う
や
く
市
議
会
議
員

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
て
い

た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ

ず
、
よ
り
よ
い
天
草
市
に
な
る
よ
う
全
力
で

職
責
を
果
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
例
年
に
比
べ
て
異
常
に
早
い
梅
雨

明
け
と
な
り
、
梅
雨
に
降
ら
な
か
っ
た
雨
に

よ
る
災
害
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
夏
本

番
。
熱
中
症
や
水
の
事
故
に
は
十
分
に
気
を

つ
け
ら
れ
、
皆
様
に
と
っ
て
楽
し
い
「
夏
」

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
吉
田

　修
）

　令和４年第６回臨時会を７月６日に開催し、１件の議案が提出され、審
議の結果、原案どおり可決しました。

令和４年
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廃棄物処理施設及びリサイクル推進施設に係る設計及び建設
に要する費用に限る変更

※ただし、人口割の額の算定は、関係市町の
ごみ収集運搬及び中継施設等の関連施設の
運営に係る経費を考慮し、人口比率により
算出する。

臨時会議案の主な内容

天草広域連合規約の一部変更について
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　令和９年４月の稼働を目指す天草広域連合新ごみ処理施設の建設費及び運営費の負担割合を定めるため、
以下のとおり規約の一部を変更する。

●令和４年第５回定例会の主な内容……………Ｐ２～５
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●一般質問…………………………………………Ｐ10～15
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2022年8月号

目次

第41号

市議会だより
あまくさ

―ゆ い ―

例年と比べ、早い梅雨明けとなった今年の夏。昨年までは
コロナ禍で中止や制限がされていたスポーツ大会や地域の
イベント等も感染対策をとりながら開催されています。
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幸
一
郎
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繰
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選

　脇
島
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純
議
員
の
逝
去
に

伴
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、欠
員
が
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じ
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た
め
、

公
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選
挙
法
の
規
定
に
よ

り
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下
幸
一
郎
議
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上
げ
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な
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し
た
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天草広域連合規約の一部変更について議第133号

※○は賛成、×は反対。 ※中尾友二議員は議長職のため、表決には加わりません。
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